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一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た

る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ

の
村
の
状
況

舟

沢

茂

樹

は
じ
め
に

今
立
郡
岡
野
村
(
現
在
鯖
江
市
神
明
町
)
の
農

民
山
森
助
左
衛
門
は
「
大
政
官
御
代
由
緒
書
付

帳
」
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
る
。
本
書
は
幕
府

の
瓦
解
し
た
慶
応
四
年
か
ら
廃
藩
置
県
の
あ
っ
た

明
治
四
年
ま
で
の
記
録
で
あ
り
、
半
紙
判
三
十
五

丁
の
小
冊
子
な
が
ら
、
支
配
層
の
更
迭
、
村
方
制

度
の
改
革
、
当
時
の
世
相
等
を
よ
く
伝
え
て
い

る。
当
時
山
森
は
五
人
組
頭
を
し
て
い
た
に
す
ぎ
な

い
の
で
、
本
書
は
村
役
人
の
職
務
上
の
記
録
と
い

う
よ
り
、
一
農
民
と
し
て
記
し
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
庶
民
の
視
点
か
ら
見
聞
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
事
実
誤
認
や
説
明
不
足
の
個
所
も

多
い
が
、
一
面
そ
の
時
代
を
生
き
た
人
の
証
言
と

し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
史
料
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
史
料
を
も
と
に
他
の
同
時
代
人
の
記

録
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
誤
り
を
正
し
、
足
ら

ざ
る
点
を
補
い
、
当
時
の
状
況
を
乙
の
小
論
に
お

い
て
復
原
し
て
み
る
こ
と
を
試
み
た
。

比
較
検
討
に
主
と
し
て
用
い
た
諸
書
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

鈴
木
準
道

(
慶
応

4
1明
治

「
御
触
書
写
」

6
)
全
一
冊

「
福
井
藩
御
役
輩
記
井
ニ
御
布
告
」

(
明
治

3
t
4
)
全
一
冊

「
本
朝
政
府
井
福
井
県
御
布
令
」

(
明
治

4
1
5
)
全
一
冊

「
御
用
日
記
留
」
(
慶
応

4
1明

治

4
v
四
冊

右
の
筆
者
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た

鈴
木
準
道
は
通
称
拾
五
郎
、
福
井
藩
士
。
慶
応

四
年
間
四
月
郡
奉
行
を
拝
命
以
来
一
貫
し
て
民
政

官
の
地
位
に
あ
り
、
福
井
藩
民
政
局
大
属
を
経

て
、
廃
藩
後
は
足
羽
県
権
典
事
と
し
て
聴
訟
課
の

長
で
あ
っ
た
。
鈴
木
は
職
掌
上
「
民
政
録
」
(
慶

応

4
)
、
「
郡
宰
心
得
方
大
概
」
(
慶
応

4
)
、

「
公
私
録
」
(
慶
応

4
t明
治

2
)
等
の
貴
重
な

手
記
を
残
し
て
い
る
。

坪
川
武
平
は
足
羽
郡
種
池
村
(
現
在
福
井
市
種

池
町
)
の
農
民
で
、
坪
川
家
は
代
々
庄
屋
を
勤
め

て
お
り
、
彼
も
圧
屋
で
あ
っ
た
が
、
後
に
足
羽
県

坪
川
武
平

同
千
秋
鶴
巣

の
戸
長
と
な
っ
た
。

千
秋
鶴
巣
は
丹
生
郡
乙
坂
村
ハ
現
在
朝
日
町
乙

坂
)
の
人
で
、
千
秋
家
は
代
々
鯖
江
藩
の
大
庄
屋

で
あ
っ
た
。
鶴
巣
は
明
治
三
年
よ
り
郷
長
と
な
っ

て
い
る
。

上
記
の
筆
者
達
の
居
住
地
は
福
井
城
下
を
は
じ

め
、
足
羽
郡
・
丹
生
郡
・
今
立
郡
と
区
々
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
隣
接
し
て
お
り
、
地
域
と
し
て
は

一
応
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
種
池
村
は
福
井
藩
鎖
、
乙
坂
村
は
鯖
江

藩
領
、
岡
野
村
は
幕
府
領
と
わ
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
に
際
し
、
旧
幕
府
領
、
大

・
小
藩
領
の
住
民
が
い
か
に
乙
れ
に
対
処
し
た
か

を
し
る
の
に
有
利
で
あ
る
。

さ
ら
に
鈴
木
の
記
録
が
支
配
者
側
で
あ
る
の
に

対
し
、
他
の
三
人
は
被
支
配
の
立
場
に
あ
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
千
秋
は
大
庄
屋
(
郷
長
)
、
坪
川

は
庄
屋
(
戸
長
)
、
山
森
は
一
農
民
と
そ
の
地
位

に
相
違
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
記
録
の
内
容
に
反

映
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
稿
の
構
成
で
あ
る
が
、
ま
ず
山
森
の

記
録
の
内
容
を
十
六
の
項
目
に
類
別
し
、
そ
の
原

文
を
括
弧
「
」
の
・
同
に
紹
介
し
た
。
項
目
の
配

列
は
編
年
順
で
あ
る
。
つ
い
で
山
森
の
記
録
を
他

の
諸
記
録
に
よ
っ
て
訂
正
・
補
註
し
、
明
治
維
新
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当
時
の
岡
野
村
の
状
況
及
び
同
村
を
中
心
と
す
る

地
域
の
支
配
関
係
、
行
政
組
織
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
つ
と
め
た
。

原
文
の
紹
介
に
当
つ
て
は
忠
実
を
旨
と
し
た

が
、
誤
字
・
宛
字
・
仮
名
表
記
の
言
葉
・
誤
読
の

恐
れ
あ
る
文
等
に
は
註
を
括
弧
〔
〕
内
に
示

し
、
街
字
は
削
除
し
た
。
文
中
の
句
点
も
最
少
限

に
と
ど
め
、
文
末
に
は
一
字
あ
け
、
適
宜
改
行
を

お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
文
章
の
官
頭
に

O
印
の
あ

る
も
の
は
前
文
と
記
載
頁
が
異
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
に
用
い
た
日
付
は
す
べ
て
太
陰
暦

で
あ
る
。

て
本
保
代
官
所

『
慶
応
三
年
卯
年
迄
ハ
飛
騨
国
高
山
御
郡
代
新
見

内
膳
御
代
官
所越
前
国
丹
生
郡
本
保
村
御
陣
屋

新
見
内
膳
御
手
代

門

締

〕

元
〆
大
田
原
慎
蔵

加
判
常
川
左
内

桑
原
慶
助

大
田
原
慎
吾

黒
沢助
八

g 

本
保
割
元

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

b 

岡
野
村
(
旧
称
嶋
村
)
は
福
井
よ
り
三
里
、
本

保
村
(
現
在
武
生
市
本
保
町
)
よ
り
ニ
里
の
地
点

に
あ
る
。
同
村
は
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
ま
で

福
井
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
周
年
福
井
藩
が
半
知
広

減
封
さ
れ
た
と
と
に
よ
っ
て
、
以
後
幕
府
領
と
な

り
、
長
く
本
保
御
代
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
岡
野
村
に
隣
接
す
る
三
村
は
い
ず
れ
も
変

る
こ
と
な
く
福
井
藩
領
で
あ
っ
た
。

き
て
、
越
前
圏
内
の
幕
府
領
に
は
飛
騨
郡
代
の

兼
掌
す
る
本
保
代
官
支
配
地
と
福
井
藩
預
所
と
が

あ
っ
た
。
本
保
代
官
の
支
配
地
は
丹
生
・
南
条
・

今
立
・
大
野
田
郡
の
う
ち
と
白
山
麓
を
合
わ
せ
た

四

t
六
万
石
で
あ
っ
た
。
丹
生
郡
本
保
村
の
代
官

陣
屋
に
は
本
文
に
あ
る
通
り
元
締
以
下
の
役
人
が

常
駐
し
て
い
た
。

本
保
代
官
の
支
配
は
幕
府
の
大
政
奉
還
に
よ
っ

て
終
止
符
を
う
た
れ
、
岡
野
村
に
お
い
て
も
慶
応

四
年
一
月
二
十
一
日
南
北
両
村
境
に
た
っ
て
い
た

「
飛
騨
御
郡
代
新
見
内
膳
御
代
官
所
」
の
勝
示
杭

が
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
新
見
内
膳
は
慶
応
二
年

四
月
大
御
番
組
よ
り
飛
騨
郡
代
と
な
っ
た
が
、
同

四
年
四
月
二
十
四
日
付
で
御
役
御
免
と
な
っ
て
い

る。
割
元
と
い
う
の
は
手
代
を
補
佐
す
る
役
人
で
、

本
保
村
の
農
民
河
野
(
輔
八
)
家
が
世
襲
し
て
い

舟
沢

た
よ
う
で
あ
る
。
助
八
と
あ
る
の
は
輔
八
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

二
、
越
前
圏
内
の
幕
府
領
廃
止
と
福
井
藩
預
り

『
慶
応
四
年
三
月
八
日
福
井
役
所
β
御
触
写

飛
騨
郡
代
新
見
内
膳
支
配
地
越
前
国
高
六
万
四
千

石
余
当
分
御
預
ヶ
所
被
仰
出
候
旨
前
月
二
十
五
日

於
江
戸
表
ニ
被
仰
渡
候
処
今
般
於
京
都
右
同
断
支

配
地
村
不
口
御
預
と
相
成
候
ニ
付
当
分
取
締
向
万

端
差
配
可
致
様
被
仰
出
侯
郡
中
村
々
此
段
急
度

可
相
心
得
者
也

辰
二
月
八
日

郡
役
所

O
慶
応
四
年
八
月

辰
年
八
月
御
高
御
田
地
愈
絵
図
福
井
御
預
役
所
へ

相
納
申
候

O
明
治
二
巳
三
月
ぷ
本
保
御
預
所
が
御
料
御
預
地

民
政
局
ュ
相
成
申
侯
』

福
井
藩
庁
の
記
録
「
御
動
向
御
用
日
記
」
慶
応

四
年
二
月
二
日
の
条
に
越
前
少
将
(
松
平
茂
昭
)

宛
と
し
て
「
越
前
国
旧
代
官
新
見
内
膳
是
迄
之
支

配
地
今
般
御
領
ト
相
成
候
-
一
付
当
分
其
藩
江
取
締
被
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舟
沢

一
農
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の
記
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明
治
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年
の
改
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と
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の
村
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況

10 

仰
付
候
条
万
端
早
々
犬
政
官
江
可
申
出
候
事
」
と

あ
る
。
福
井
藩
預
り
は
明
治
四
年
一
月
本
保
県
が

設
置
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
本
保
県
一
に
つ
い
て
は

「
十
三
、
本
保
県
」
で
詳
述
す
る
。

本
文
に
「
明
治
二
年
三
月
御
料
御
預
地
民
政
局

ェ
相
成
」
と
あ
る
が
福
井
藩
の
記
録
で
は
御
領
民

政
局
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
ご
年
二
月
の
藩
制
改

革
に
よ
っ
て
旧
来
の
寺
社
町
奉
行
・
金
津
奉
行
・

郡
奉
行
の
所
管
事
務
は
民
政
局
が
担
当
す
る
乙
と

に
な
っ
た
。
民
政
局
は
市
民
政
局
・
郡
民
政
局
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
以
下
の
職
員
が
配
さ
れ

た
が
、
御
領
民
政
局
は
郡
民
政
局
幹
事
の
支
配
に

属
し
て
い
た
。
福
井
藩
の
藩
制
改
革
に
つ
い
て
は

第
五
項
で
述
べ
る
。

一
『
一
、
北
陸
道
鎮
撫
使
下
向

『
慶
応
四
年
辰
二
月
二
十
六
日
鍋
鳴
肥
前
守
御
通

り
時
郷
人
足
岡
野
村
江
十
五
人
初
回
浅
水
宿
へ
取
申

候
ニ
付
書
記
置
も
の
也
、

御
勅
使
ι

四
条
様

高
倉
様

〔征

、
』
右
之
通
り
御
名
前
之
御
方
江
戸
御
公
儀
様
御
せ

伐

〕

〔

催

促

〕

い
ば
っ
三
間
御
下
り
国
々
御
大
名
御
さ
い
そ
く
-
一
御

下
り
被
成
候
哉
-
一
も
承
申
侯

此
時
御
供
之
御
名
前

安
芸
国
ひ
ろ
嶋
浅
野
安
芸
守

御
高
四
十
二
万
六
千
石
余

若

狭

国

小

浜

酒

井

若

狭

守

御
高
十
万
三
千
五
百
五
十
八
石

肥

前

国

佐

賀

鍋

嶋

肥

前

守

御
高
三
十
五
万
七
千
石
余

右
肥
前
守
様
二
月
二
十
六
日
御
通
り
被
成
候

右
通
り
慶
応
四
年
辰
二
月
十
五
日
右
之
御
供
-
一
而

御
通
り
被
成
候
補
井
西
御
坊
三
間
同
二
十
八
日

迄
御
逗
留

四
条
様
高
倉
様
馬
上
三
間
御
通
被
成
菊
御
紋
付
赤

〔
暢
カ
〕

御
織
四
本

国通 O
いり慶
くa被応
さ包成田
主候年
r 辰
J22乍八
;h己恐月
候申十

哉亨吾

L謀長
承御倉
{長座様
f民病
云死
越而
後御

b 

慶
応
四
年
一
月
九
日
従
三
位
高
倉
永
刊
は
北
陸

道
鎮
撫
総
督
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
副
に
は
参
与
四

条
隆
曹
の
養
子
隆
平
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
本
文
に
「

四
条
様
高
倉
様
」
と
あ
る
の
は
そ
の
順
序
が
逆
で

あ
る
。北
陸
道
鎮
撫
使
の
両
名
が
京
都
を
出
立
し
た
の

は
一
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
福
井
藩
主
松

平
茂
昭
は
そ
の
先
鋒
の
内
命
を
'
つ
け
た
が
、
宗
家

徳
川
氏
に
対
す
る
立
場
も
あ
っ
た
の
で
「
薄
地
疲

弊
之
国
柄
父
子
両
途
之
御
奉
公
相
動
候
程
之
国
力

*
 

兵
数
何
分
ニ
も
行
届
不
申
:
:
:
い
と
養
父
慶
永
(

春
獄
)
が
議
定
兼
内
国
事
務
総
督
の
重
職
に
あ
る

乙
と
を
理
由
に
固
辞
し
た
。
そ
の
代
り
に
先
鋒
を

命
ぜ
ら
れ
た
の
が
小
浜
藩
で
あ
る
。
福
井
藩
内
の

空
気
と
し
て
は
戊
民
戦
争
を
薩
長
と
佐
幕
派
の
私

戦
と
み
て
い
た
が
、
政
府
の
度
々
の
催
促
に
よ
り

六
月
下
旬
や
む
な
く
参
戦
し
た
。

北
陸
道
鎮
撫
総
督
の
高
倉
三
位
は
会
津
征
討
総

督
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
六
月
二
十
七
日

高
田
の
陣
営
で
病
捜
し
た
。

さ
て
、
乙
の
勅
使
下
向
の
費
用
と
し
て
越
前
国

内
の
諸
藩
が
負
担
し
た
総
額
は
千
秋
鶴
兵
衛
(
後

に
鶴
巣
)
の
御
用
日
記
に
よ
る
と
銀
二
千
三
百
三

十
貫
で
あ
り
、
高
一
石
に
三
匁
六
分
余
の
割
で
あ

ワ
た
。
福
井
藩
が
最
も
多
く
銀
千
百
七
十
七
貫

余
、
鯖
江
藩
で
百
四
十
七
貫
余
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
人
夫
の
徴
発
も
行
わ
れ
た
が
、
四
万
石

の
鯖
江
藩
で
は
二
百
四
十
人
を
出
し
て
お
り
、

ζ

の
夫
役
は
十
五
才
以
上
六
十
才
未
満
の
者
か
ら
畿

引
き
で
選
ば
れ
、
一
日
七
合
五
匂
の
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
る
。

北
陸
道
に
お
け
る
公
用
人
馬
の
需
要
が
急
増
し
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た
た
め
か
、
明
治
元
年
十
月
二
十
日
付
で
「
今
般

御
一
新
ニ
付
宿
々
助
郷
之
儀
被
仰
出
:
:
ぺ
」
と
助

郷
制
が
令
せ
ら
れ
て
い
る
。

*
「
御
勤
向
御
用
日
記
」
(
慶
応
4
)

*
*
「
御
用
日
記
留
」
(
慶
応
4
)

四
、
岡
野
村
の
年
貢

「
慶
応
二
年
十
一
月

御
廻
米
中
札

新
見
内
謄
御
代
官
所
越
前
国
今
立
郡
岡
野
村

米

主

助

左

衛

門

米

見

吉

兵

衛

析
取
四
郎
左
衛
門

庄

屋

円

次

郎

寅
御
年
貢
米
四
斗
入

右
之
通
相
改
侯
処
相
違
無
御
座
侯
以
上

新
見
内
膳

寅

十

一

月

手

代

大

田

原

慎

吾

⑮

、ソ侯右

中上費

号事主
し面支
合札コ
t主コ 、一一-

侯主5
3訴
慢を

雪五
一改
ま2棺
いδ済
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右
之
御
年
貢
米
四
斗
入
と
有
之
侯
京
升
ニ
而
相
納

可
申
侯
是
ハ
御
公
儀
様
之
御
升
ニ
而
御
座
候

松
平
越
前
守
様
之
京
升
ハ
御
公
儀
様
之
京
升
ュ
肩

〔

計

〕

は
か
り
侯
?
四
斗
↓
升
程
-
一
成
申
候
越
前
守
様

之
京
升
ハ
米
一
汁
程
の
乙
み
あ
り
申
侯

O
慶
応
三
年

本
保
御
役
所
卯
年
御
年
貢
米
御
触

御
廻
状
写

米
四
十
二
石
七
斗
九
升
六
タ
八
才
本
途
米

同

十

石

九

斗

五

升

八

タ

夫

米

同

一

石

六

斗

六

升

一

タ

一

才

日

米

〆
五
十
五
石
田
斗
一
ニ
合
八
タ

比
米
百
三
十
八
俵
二
斗
三
合
八
タ

右
者
御
廻
米
其
村
当
卯
御
年
貢
来
辰
江
戸
御
廻
米

割
賦
書
面
之
通
り
候
条
御
米
撰
之
方
ハ
勿
論
縄
俵

ト
入
念
俵
小
口
十
三
か
』
り
い
た
し
口
る
倉
略
無

之
様
相
立
、
手
本
米
之
義
ハ
上
中
下
三
段
ニ
撰
分

ケ
一
袋
米
五
合
程
ブ
、
入
来
辰
正
月
十
八
日
，
S
晦

日
迄
無
相
違
吟
味
可
請
候

追
而
為
改
、
山
山
役
差
出
候
条
可
得
其
意
侯
此
廻

状
名
下
受
判
早
々
願
達

右
之
二
通
共
慶
応
三
卯
十
二
月
飛
騨
御
郡
代
新

見
内
膳
御
代
官
所
ぷ
御
触
ニ
御
座
〔
侯
〕
ニ
付

書
記
可
申
侯
」

岡
野
村
の
村
高
は
二
百
十
九
石
で
九
町
五
反
の

反
別
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
長
三
年
の
太
閤
検
地

舟
沢

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

に
よ
る
打
出
高
で
あ
る
。
元
禄
八
年
の
村
鑑
に
「

太
閤
様
御
検
地
、
竿
奉
行
伊
東
丹
後
守
殿
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
田
高
を
み
る
と
上
回
四
町
五
畝

(
石
盛
二
石
五
斗
)
、
中
国
二
町
六
畝
(
石
盛
二

石
四
斗
)
、
下
回
一
町
一
反
(
石
盛
二
石
三
斗
)

で
あ
る
。

年
貢
率
は
二
割
前
後
が
多
く
、
定
免
の
場
合
の

取
箇
は
四
十
二
石
七
斗
九
升
余
で
あ
っ
た
。
明
和

年
間
以
後
は
定
免
の
年
が
多
い
の
で
、
乙
の
慶
応

三
年
の
本
途
米
(
物
成
)
も
岡
野
村
の
標
準
額
と

み
て
よ
い
。

乙
こ
に
は
本
途
米
の
他
に
夫
米
・
日
米
の
み
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
貢
租
に
は
上
記
の
も
の
以

外
に
小
物
成
(
糠
代
・
藁
代
)
・
伝
馬
宿
入
用
・
蔵

前
入
用
等
も
賦
課
さ
れ
る
。
慶
応
三
年
の
岡
野
村

の
年
貢
上
納
額
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
じ
石
高

の
丹
生
郡
嶋
寺
村
の
明
治
元
年
の
年
貢
皆
済
目
録

(
写
)
に
よ
り
試
算
す
る
と
、
物
成
以
外
を
永
に
換

算
し
て
米
四
十
二
石
と
永
九
十
三
貫
余
と
な
る
。

嶋
寺
村
は
岡
野
村
の
北
西
約
六
粁
で
天
保
四
年
の

郷
帳
に
よ
る
と
村
高
は
千
二
百
余
石
で
あ
る
が
、

幕
府
領
と
福
井
藩
の
分
郷
に
な
っ
て
お
り
、
幕
府

領
が
岡
野
村
と
同
じ
く
二
百
十
九
石
で
、
さ
き
の

皆
済
目
録
も
旧
幕
府
領
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
山
森
記
録
に
幕
府
と
松
平
福
井
藩
の
京
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舟
沢

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

12 

析
の
析
量
に
相
違
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
俵
に
つ
い
て
も
福
井
藩
で
は
名
目
で
四
斗
入

一
俵
の
も
の
を
実
際
の
御
蔵
入
米
の
俵
で
は
四
斗

五
升
六
合
を
一
俵
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
福
井
藩

で
は
折
、
俵
と
も
に
名
目
と
実
収
に
相
当
の
差
が

あ
り
、
幕
府
よ
り
も
厳
し
く
年
貢
増
徴
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
容
量
の
不
統
一
は
新
政
府
に
よ
っ

て
当
然
是
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
明
治
五
年

九
月
三
日
附
で
「
貢
米
俵
入
之
儀
当
壬
申
ヨ
リ
一

俵
四
斗
二
升
入
可
仕
立
旨
公
布
有
之
侯
間
此
旨
可

*
 

相
心
得
事
」
と
触
が
あ
っ
た
。

*
「
御
触
書
写
」

玉
、
福
井
藩
の
藩
制
改
革

「
明
治
二
巳
年
ぷ
越
前
守
様
を
殿
様
ト
申
候
を
改

名
有
之
知
事
様
申
唱
其
外
御
家
老
御
用
人
御
目
付

御
勘
定
奉
行
郡
奉
行
山
方
奉
行
水
奉
行
御
納
戸
奉

行
御
代
官
奉
行
此
御
代
官
と
申
ハ
百
姓
御
年
貢
米

御
取
立
御
役
人
也
町
奉
行
と
申
ハ
寺
社
奉
行
兼
而

御
勤
被
成
候
川
除
奉
行
御
口
請
方
是
ハ
口
き
御
改

御
役
也
御
郡
奉
行
ぎ
ん
み
役
右
之
外
ニ
色
々
名
有

之
候
ヘ
共
略
之

〔
廃
〕

右
之
御
方
之
名
ハ
相
捨
た
り
申
候
ニ
付
書
置
可

申
候
尤
日
本
国
中
御
大
名
不
残
右
之
名
ハ
相
す

た
り
申
候

O
明
治
二
巳
十
二
月
御
家
中
不
残
高
四
千
五
百
石

ぷ
一
両
六
百
石
迄
ハ
御
地
頭
又
高
五
百
石
ぷ
高
百
石

迄
ハ
わ
た
り
地
頭
と
唱
其
外
二
十
五
石
五
人
扶
持

ぷ
十
八
石
三
人
扶
持
迄
ハ
御
扶
持
人
御
蔵
米
丘
御

渡
ニ
相
成
申
侯
此
年
ぷ
不
残
御
扶
持
人
と
相
成

申
候
御
地
頭
之
儀
被
取
上
申
候

此
年
設
御
荒
子
之
儀
御
取
上
ヶ
被
成
是
ぷ
相
捨
り

申
候

〔

席

〕

〔

寄

」

O
巳
年
御
せ
き
名
御
高
知
御
ヨ
リ
ム
ロ
番
外
大
番
六

番
新
番

右
是
迄
名
ニ
よ
り
て
上
下
之
分
ち
も
有
之
候
へ
共

巳
年
ぷ
上
下
無
之
ニ
而
相
捨
り
申
侯
ニ
付
書
置
も
の

也

」明
治
二
年
は
藩
制
大
改
革
の
年
で
あ
っ
た
。
改

革
の
経
緯
を
月
を
追
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。

明
治
元
年
十
月
公
布
さ
れ
た
藩
治
職
制
を
う
け

て
翌
二
年
二
月
十
日
福
井
藩
で
は
藩
制
改
革
が
行

わ
れ
た
。
旧
来
の
家
老
職
以
下
の
藩
政
組
織
は
七

局
の
新
職
制
(
騨
撤
回
♂
糊
叶
闘
争
一
月
間
生
時
)
に
改
組
さ

れ
、
執
政
・
参
政
・
公
儀
人
以
下
の
新
規
の
宮
職

が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
官
職
に
は
等
級
が
定

め
ら
れ
、
土
分
以
上
は
五
等
官
以
上
の
職
に
つ
き
、

小
役
人
よ
り
御
目
見
以
上
は
六
等
官
、
御
目
見
以

下
諸
組
(
足
軽
〉
は
七
等
官
の
職
を
与
え
ら
れ
た
。

こ
の
二
月
改
革
で
は
従
来
の
席
合
・
格
式
(
門
閥

制
度
)
は
改
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
温
存
さ
れ
た
。

し
か
し
、
藩
治
職
制
は
門
閥
制
度
の
廃
止
を
目

標
と
し
て
い
た
か
ら
、
人
材
抜
擢
は
制
限
さ
れ
て

い
た
も
の
の
か
な
り
に
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
大
番

組
出
身
の
村
田
己
三
郎
(
後
に
氏
寿
)
は
二
等
官

の
参
政
と
な
っ
た
。
彼
の
士
分
と
し
て
の
席
次
は

七
十
九
番
目
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
官
職
の
順
位
で

は
八
位
で
あ
り
、
御
礼
席
は
非
役
の
高
知
(
最
高

の
家
格
)
の
上
位
に
あ
っ
た
。

新
旧
役
職
名
の
い
く
つ
か
を
例
示
す
る
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

-
執
政
職
(
一
等
官
)
旧
御
家
老
・
守
城
管
事
(

一
等
官
)
旧
御
城
代
・
司
計
局
幹
事
(
二
等
官
)

旧
御
奉
行
・
内
務
局
幹
事
(
二
等
官
)
旧
御
側
向

頭
取
・
監
察
(
三
等
官
)
旧
御
目
付
・
掌
政
堂
記

録
(
五
等
官
)
旧
御
内
用
右
筆
・
民
政
局
庶
務
方

(
五
等
官
)
旧
御
代
官
役

さ
て
、
明
治
二
年
六
月
諸
藩
の
版
籍
奉
還
が
行

わ
れ
、
藩
主
は
知
藩
事
に
、
官
途
に
あ
る
藩
士
も

地
方
官
と
し
て
大
少
参
事
・
大
少
属
・
史
生
と
な

り
、
太
政
官
の
官
制
表
に
格
付
け
さ
れ
る
こ
と
に
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1量;

な
っ
た
。
例
え
ば
副
執
政
の
一
人
で
あ
る
小
笠
原

幹
は
八
月
二
十
五
日
付
で
福
井
藩
権
大
参
事
に
任

ぜ
ら
れ
℃
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
準
道
(
当
時
拾
五

郎
V

も
周
年
十
一
月
二
十
一
日
付
で
民
政
局
承
事

〈
一
三
等
官
)
を
免
官
と
な
り
、
同
日
付
で
民
政
局

権
犬
属
ど
な
っ
て
p

い
る
。

明
治
一
一
年
十
月
、
藩
士
の
身
分
は
士
族
・
卒
族

の
二
階
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
)
従
来
の
士

分
は
士
族
と
な
っ
た
。
小
役
人
以
下
諸
組
ま
で
は

卒
族
と
な
り
、
荒
子
等
の
小
者
は
藩
籍
を
離
れ
平

民
と
な
っ
た
。
陪
臣
に
つ
い
て
は
武
生
本
多
家
の

物
頭
以
上
が
例
外
的
に
士
族
に
編
入
さ
れ
た
ほ
か

は
す
べ
て
卒
族
で
あ
る
。
乙
の
士
・
卒
そ
れ
ぞ
れ

は
そ
の
階
級
内
で
は
給
線
順
の
序
列
と
な
り
、
家

格
の
高
下
は
無
視
さ
れ
た
。
士
分
の
格
式
と
し
て

厳
然
と
存
し
た
高
知
・
高
家
・
寄
合
・
番
外
・
番
組
・

新
番
の
班
次
は
こ
こ
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

版
籍
奉
還
後
の
藩
政
組
織
に
あ
っ
て
は
旧
慣
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
-
積
極
的
に
人
材
登
用
が

行
わ
れ
、
圭
・
卒
・
平
民
の
差
別
も
一
応
排
せ
ら

れ
、
能
力
主
義
が
原
則
と
な
っ
た
。
}
例
を
あ
げ

る
と
旧
高
知
席
稲
葉
俊
之
助
の
家
来
で
あ
っ
た
岡

再
準
介

m
卒
族
)
は
明
治
こ
年
十
一
月
司
計
局
大

属
と
な
り
、
間
四
年
二
月
に
は
少
参
事
に
累
進
し

て
い
る
ρ
ま
た
、
i

平
民
の
松
井
耕
雪
も
明
治
二
年

舟
沢

十
一
月
民
政
局
権
大
属
と
な
っ
て
い
る
。
乙
れ
に

対
し
旧
門
閥
層
の
没
落
も
急
速
で
あ
っ
た
。
慶
応

年
聞
に
武
官
の
最
高
位
で
あ
る
御
軍
事
奉
行
で
あ

っ
た
大
谷
丹
下
(
旧
高
知
席
)
は
明
治
三
年
五
月

に
第
一
大
隊
四
番
小
隊
に
属
す
る
一
介
の
兵
士
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
谷
に
限
ら
ず
、
旧
門
閥

層
の
多
く
が
辿
っ
た
運
命
で
あ
っ
た
。
主
従
の
地

位
は
ま
さ
に
逆
転
し
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
二
年
十
一
月
の
給
線
改
訂
も
ま
た
旧
門
閥

藩
士
に
と
っ
て
手
痛
い
改
革
で
あ
っ
た
。
二
万
石

本
多
家
の
九
割
削
減
を
筆
頭
に
、
四
千
五
百
石
の

狛
家
八
割
減
、
以
下
逓
減
し
て
百
石
の
知
行
取
で

三
割
減
と
な
り
、
減
線
率
最
低
の
六
石
二
戸
人
扶
持

以
下
の
軽
輩
の
給
藤
は
僅
か
一
歩
の
減
で
殆
ど
影

響
は
な
か
っ
た
。
ま
た
新
給
線
制
は
知
行
・
切

米
・
扶
持
米
の
別
を
廃
し
、
す
べ
て
俵
数
取
に
改

め
ら
れ
た
。
知
行
、
と
り
わ
け
六
百
石
以
上
の
地

方
知
行
の
廃
止
は
封
建
制
度
の
終
熔
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。

ζ

の
給
総
削
減
は
一
方
で
は
官
藤
の
支
給
と
な

っ
て
、
官
職
に
あ
る
も
の
の
生
活
を
保
証

L
た。、

大
参
事
の
年
給
二
百
九
十
六
俵
を
最
高
と
し
、
権

少
属
で
は
二
十
八
俵
と
非
常
に
格
差
が
あ
っ
た
。

(
註
〉
福
井
藩
の
藩
制
改
革
に
つ
い
て
は
松
平
文
庫
蔵

F

の
同
藩
史
料
「
新
任
官
員
履
歴
表
」
「
福
井
藩

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

職
員
録
L

「
福
井
藩
職
制
録
」
等
の
史
料
を
参

考
に
し
た
。

六
、
戸
籍
御
改
書
上
帳
‘

「
此
時
(
明
治
二
年
三
月
)
ぷ
宗
門
人
別
御
改
帳

が
切
支
丹
宗
門
御
改
帳
相
成
申
候

明
治
三
年
庚
午
正
月
ぷ
切
支
丹
宗
門
御
攻
帳
が
戸

籍
御
改
書
上
帳
と
相
成
申
候
』

旧
来
の
「
宗
門
人
別
改
帳
」
と
明
治
二
年
三
月

の
「
切
支
丹
宗
門
改
帳
」
と
で
は
名
称
が
改
め
ら

れ
た
だ
け
で
内
容
に
異
る
‘
と
こ
ろ
が
な
い
。
と
こ

ろ
が
明
治
三
年
正
月
の
「
戸
籍
改
帳
」
に
な
る
と

寺
の
宗
判
が
不
要
に
な
っ
た
ば
か
り
か
そ
の
記
載

様
式
に
も
か
な
り
の
変
更
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
宗
門
改
帳
が
戸
籍
改
帳
に
改
め
ら
れ

た
と
い
っ
て
も
こ
の
時
点
で
法
制
的
に
宗
門
改
が

全
廃
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
千
秋
の
「
御
用

日
記
留
」
(
明
治

3
)
に
よ
る
と
「
御
一
新
ニ
付

従
前
の
宗
門
御
改
帳
五
入
組
帳
之
儀
ハ
是

2
戸
籍

と
改
替
被
仰
出
候
尤
宗
門
御
改
帳
之
分
は
当
午

β
子
迄
是
ぷ
七
ヶ
年

/
X百
三
宗
門
御
改
帳
差

上
可
申
候
其
間
之
年
々
は
差
上
不
申
事
ニ
相
成
候

且
戸
籍
之
分
ハ
年
々
差
上
可
申
事
」
と
あ
り
、
宗

門
改
が
毎
年
の
調
査
か
ら
七
年
目
毎
の
調
査
に
改
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一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

郷
長
一
名
と
所
に
よ
っ
て
は
差
添
一
名
が
お
か
れ

た
。
山
森
記
録
に
叶
第
一
郷

S
第
十
三
郷
迄
街
定

被
成
侯
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
郷
の
規
模

を
第
五
郷
を
例
に
み
る
と
村
数
百
二
十
三
ヶ
村
、

石
高
三
万
四
千
石
で
あ
る
が
各
郷
の
村
数
・
石
高

は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
一
定
し
て
い
な
い
。
乙
の
郷

は
翌
四
年
二
月
六
郷
に
整
理
さ
れ
た
。

さ
て
、
乙
の
郷
の
下
に
は
十
ゲ
村
前
後
で
組
合

村
が
つ
く
ら
れ
、
組
合
村
毎
に
里
長
が
お
か
れ

た
。
乙
の
呈
長
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
、
村
々

に
村
長
が
お
か
れ
、
村
内
の
取
締
り
に
当
っ
た
。

各
郷
に
は
郷
会
所
が
設
け
ら
れ
、
旧
代
官
に
相

当
す
る
民
政
寮
庶
務
方
の
役
人
が
そ
の
責
任
者
と

*
*
 

な
っ
て
い
た
。
「
郷
会
所
規
則
」
に
「
一
、
郷
里
長

之
内
一
人
?
御
用
之
有
無
-
一
不
抱
相
詰
侯
事
」
と

あ
り
、
郷
中
の
諸
事
は
上
記
の
諸
役
人
が
管
掌
し

た。郷
長
・
里
長
は
年
給
と
し
て
前
者
は
二
十
俵
、

後
者
は
十
二
俵
を
支
給
さ
れ
、
郷
長
は
役
中
苗
字

帯
万
を
許
さ
れ
、
里
長
は
機
上
御
免
の
格
式
で
あ

っ
た
。鯖江
藩
で
も
明
治
三
年
三
月
、
'
大
庄
屋
を
郷
長

組
惣
代
を
里
長
、
庄
屋
を
村
長
と
改
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
明
治
四
年
六
月
福
井
藩
で
は
周
年
四

月
に
公
布
さ
れ
た
戸
籍
法
に
も
と
ず
き
郷
長
を
戸

舟
沢

14 

め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

七
、
大
庄
屋
・
村
方
三
役
の
廃
止
と
新
民
政
組
織

「
明
治
三
年
二
月
六
日
里
長
水
落
宿
新
左
衛
門

方
バ
庄
屋
方
ェ
有
之
村
雑
用
時
間
炉
指
引
睡
迄
不

〔頓〕

残
長
面
被
引
上
候
事
此
時
ぷ
村
方
庄
屋
長
百
姓

惣
代
此
名
ハ
相
捨
り
申
侯

但
郷
長
ト
申
ハ
是
迄
の
大
庄
屋
之
類
也

里
長
ト
申
ハ
是
迄
の
圧
屋
之
類
也

村
長
F

申
ハ
是
迄
の
長
百
姓
類
也

同
三
月
ニ
右
新
左
衛
門
里
長
ハ
相
か
わ
り
吉
江
西

番
権
平
と
相
成
申
侯

O
明
治
三
午
年
越
前
圏
第
一
郷

2
第
十
三
郷
迄
御

定
被
成
侯
兎
岡
野
村
ハ
第
三
郷
と
相
成
申
候
』

明
治
三
年
二
月
福
井
藩
民
政
寮
の
改
革
が
行
わ

れ、
ι

大
庄
屋
及
び
村
方
三
役
を
廃
止
し
、
新
た
に

郷
長
・
里
長
を
設
け
た
。
市
部
で
も
坊
長
・
臨
時
長

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
郷
長
・
里
長
は
本
文

に
あ
る
よ
う
に
大
庄
屋
・
庄
屋
の
名
称
を
改
め
た

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
管
轄
区
域
が
拡
大

さ
れ
て
い
る
。

福
井
藩
支
配
地
(
預
り
地
共
)
の
う
ち
、
在
方

は
第
一
郷
よ
り
第
十
一
郷
に
区
画
さ
れ
、
各
郷
に

長
と
改
め
た
。
即
ち
「
今
般
戸
籍
法
被
仰
出
侯
ニ

付
郷
中
之
従
前
之
六
郷
を
六
区
ト
改
郷
長
ヲ
戸
長

と
相
改
候
此
段
可
相
心
得
古
ろ
と
い
う
の
が
そ
れ

で
あ
る
。

領
内
の
区
割
は
福
井
市
中
が
第
一
区
よ
り
八
区

迄
、
武
生
が
第
十
三
区
、
一
一
一
圏
第
十
五
区
、
在
方

は
第
九
1
4
1
二
区
、
第
十
四
区
、
第
十
六
区
の
六

区
で
あ
り
、
各
区
に
一
名
ず
つ
の
戸
長
が
任
命
さ

れた。ハ間一円一時一時一川甘川一叫ん』羽抗日純一
ω甲
)

乙
の
区
の
中
に
は
い
く
つ
か
の
組
合
村
が
つ
く

ら
れ
組
合
惣
代
が
そ
れ
を
総
括
し
た
。
例
え
ば
第

十
一
区
を
例
に
と
る
と
、
第
一
番
組
よ
り
第
十
一

番
組
ま
で
十
一
名
の
組
合
惣
代
が
お
り
、
岡
野
村

は
第
十
一
区
第
五
番
組
の
組
合
惣
代
水
落
村
清
水

新
左
衛
門
の
組
下
で
あ
っ
た
。

乙
の
改
革
で
前
年
二
月
に
一
旦
廃
止
さ
れ
た
村

方
三
役
が
再
び
復
活
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
足
羽

郡
西
谷
村
の
明
治
四
年
二
月
と
同
年
八
月
の
コ
戸

籍
改
帳
」
を
比
較
す
る
と
、
前
者
で
は
「
村
長
源

内
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
後
者
で
は
「
庄
屋
七

郎
与
衛
門
、
長
百
姓
忠
与
衛
門
」
の
名
で
届
け
ら

れ
て
い
る
。
岡
野
村
で
も
同
じ
頃
村
長
関
口
五
平

が
庄
屋
関
口
五
平
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

戸
籍
法
に
も
と
ず
く
改
革
は
鯖
江
県
で
も
明
治

四
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
。
鯖
江
県
内
を
七
区
に
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分
け
、
各
区
に
数
名
の
戸
籍
掛
を
戸
長
と
し
て
お

い
た
。
そ
の
た
め
ζ

れ
ま
で
の
戸
長
は
元
の
五
人

頭
に
再
び
改
め
ら
れ
、
里
長
も
村
長
惣
代
と
な
っ

た
が
、
郷
長
・
村
長
・
村
長
補
は
存
続
し
た
。

こ
の
よ
う
に
廃
藩
置
県
前
後
に
戸
籍
法
に
よ
る

戸
長
制
が
各
地
で
実
施
さ
れ
た
が
、
福
井
藩
と
鯖

江
県
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
戸
長
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
に
よ
り
か
な
り
性
格
の
異
る

:I:I:I:I~I~ 
領家木メiA!笹谷
浅本

市l国ii
71<保 々兼

村村 村村 村村郷

杉 渡 鈴 河 奥 高

本
部木 野村橋

5示 与 左衛平 治 郎治 I 慎 長

会所大森 所浅建東所 本書保 所今皇
郷

会

所

lil;i;i;|;l郷
牛大波喜五量手責首牧寄

l郷村村村

山坪 杉野

岸田 田村

十仙 毒勘 国 長
十之 太

郎丞 良日

s iii鰐li

福井藩郷長一覧

(第1表)
明治3年2月

*
「
御
触
書
写
」

*
*
「
御
用
留
」

八
、
岡
野
村
と
新
政
府

『
明
治
三
午
年
ぷ
高
百
石
ニ
付
米
三
俵
ト
人
足
三

十
人
相
増
申
候
尤
小
役
銀
之
方
へ
と
申
候
得
共

鳥
羽
野
新
町
之
儀
ハ
諸
役
御
免
許
之
村
柄
最
小
役

銀
之
方
へ
と
申
百
石
ニ
米
三
俵
ニ
人
足
三
十
人
取

立
方
不
当
之
仕
方
言
御
座
候
間
一
伯
様
御
心
ニ
も

そ
む
き
鳥
羽
野
新
町
之
者
共
難
儀
仕
候

15 

O
明
治
三
午
九
月
十
二
日
御
引
立
御
役
人
荒
川
平

舟
沢

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
粁
余
曲
折
を
経
て
次
第

に
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
の

で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
一
度
復
活
し
た
村
方
三

役
も
明
治
五
年
四
月
再
び
廃
止
と
な
っ
た
。

(第2表)

明治4年6月福井藩在方戸長一覧

i121;12|;|;l区
生兼国東ツ
浦村部郷村屋村下「ヰ

内木橋津佐谷

源勝 伝国長
衛左慎詳之太

門右一平進郎

品

有

且

宥

旦

守

(
矢
尾
八
平

*
*
*
「
福
井
藩
御
役
輩
記
井
御
布
告
」

明
治
3
)

〔
図
書
〕

吉
様
差
す
致
上
河
端
村
村
長
四
郎
左
衛
門
申
付
引

立
人
三
十
人
行
て
岡
野
村
中
か
げ
切
と
唱
竹
木
不

残
引
立
人
ニ
被
下
候
口
被
出
候
ェ
付
村
長
付
添
引

立
人
三
十
人
来
リ
而
切
取
行
申
候
尤
岡
野
村
方

は
三
十
人
之
賄
方
被
仰
付
候
ニ
什
米
一
俵
半
入
用

[

塀

カ

]

「

下

重

力

J

可
申
候
口
彦
平
ひ
い
を
乙
は
し
五
左
衛
門
ぎ
が
そ

乙
は
し
村
中
〔
晴
し
岡
野
方
ニ
而
爪
銀
つ
も
り
方
ハ

銀
五
十
貫
匁
斗
の
つ
い
ヘ
ニ
而
御
座
候
聞
書
置
申

候
此
儀
ハ
荒
川
平
吉
里
長
水
落
新
左
衛
門
上
河

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

端
村
村
長
四
郎
左
衛
門
右
三
人
之
も
の
共
之
い
た

す
ら
も
の
也
』

明
治
三
年
一
月
福
井
藩
民
政
寮
よ
り
鳥
羽
野
新

町
に
対
し
「
鳥
羽
野
旧
来
除
地
之
分
一
円
今
般
御

*
 

用
地
に
被
仰
出
候
事
」
の
命
令
が
出
さ
れ
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
版
籍
奉
還
を
し
た
た
め
旧
藩
時

代
の
除
地
の
名
目
が
た
た
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と

し
て
い
る
。
乙
の
年
正
月
、
福
井
城
下
で
も
従
来
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舟
沢

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

16 

無
地
子
で
あ
っ
た
町
地
に
地
子
が
課
さ
れ
て
い

ヲ

Q

o

l
鳥
羽
野
新
町
は
岡
野
村
・
田
所
村
・
五
軒
町
村

ハ
諒
匂
・
鳥
羽
中
村
・
中
町
村
(
器
包
・
西
鳥

羽
村

Q
か
3
・
一
里
塚
村
(
縛
羽
の
)
・
江
尻
町

村
(
相
一
議
の
)
の
八
ク
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
乙

の
新
町
は
元
和
年
間
福
井
藩
二
代
松
平
忠
直
(
号

一
伯
)
の
命
に
よ
っ
て
当
時
原
野
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
が
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
協
力
し
た
新

町
の
居
住
者
に
は
屋
敷
地
除
地
、
諸
役
免
許
の
特

権
が
与
え
ら
れ
た
。

旧
藩
時
代
許
さ
れ
て
き
た
乙
の
特
権
が
必
死
の

歎
願
も
空
し
く
廃
止
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
、
本
文

に
も
あ
る
小
役
銀
(
夫
役
の
一
種
)
が
課
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
鳥
羽
新
町
難
儀
由
緒

書
付
帳
」
(
明
治
4
)
に
よ
る
と
、
周
年
二
月
よ

り
六
月
頃
に
か
け
て
検
地
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

屋
敷
除
地
之
分
ニ
町
一
反
余
、
寺
除
地
一
町
余
、

見
取
畑
三
反
九
畝
が
改
出
と
な
り
、
翌
四
年
九
月

よ
り
年
貢
を
課
さ
れ
た
。

鳥
羽
野
新
町
は
北
陸
道
に
沿
っ
た
村
で
三
十
六

名
の
商
工
業
者
が
居
住
し
て
い
た
が
、
彼
等
に
は

じ
め
て
運
上
銀
が
課
さ
れ
た
の
も
明
治
三
年
十
二

月
の
事
で
あ
っ
た
。
岡
野
村
に
は
酒
屋
米
屋
各
二

軒
、
瓦
屋
豆
腐
屋
麹
屋
各
一
軒
、
小
商
人
五
軒
都

合
十
二
軒
の
業
者
が
お
り
、
新
町
の
中
心
を
な
し

て
い
た
。

本
文
の
後
段
で
役
人
の
枇
政
が
指
弾
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
責
任
者
荒
川
平
吉
は
民
政
寮
少
属
で

第
三
郷
本
保
会
所
の
庶
務
方
で
あ
っ
た
。
民
政
寮

庶
務
方
は
旧
代
官
に
相
当
す
る
役
職
で
、
荒
川
は

明
治
元
年
十
月
代
官
に
就
任
以
来
乙
の
職
に
あ
っ

た。
い
ず
れ
に
し
て
も
維
新
後
の
岡
野
村
は
御
難
つ

づ
き
で
あ
り
、
村
民
は
諸
事
改
悪
の
愁
う
べ
き
時

世
と
み
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

*
「
御
触
書
写
」

九
、
宿
駅
・
関
所
の
改
廃

『
明
治
三
午
年
府
中
を
改
名
武
生
と
唱
申
候
白
鬼

女
改
名
白
川
村
と
唱
申
侯

O
明
治
三
午
年
水
落
宿
上
鯖
江
宿
右
両
宿
相
す
た

り
可
申
候
是
・
8
浅
水
宿
・
8
武
生
迄
相
っ
き
申
侯

O
明
治
元
辰
年
日
本
国
中
御
関
所
相
す
た
り
申

候
尤
越
前
国
ニ
而
板
取
宿
御
関
所
一
一
ッ
屋
宿
御
関

所
細
呂
木
宿
御
関
所
右
コ
ヲ
ノ
所
共
当
御
国
ニ
而
相
す

た
り
申
候
-
一
付
書
置
候
事
」

宿
駅
の
改
革
は
鈴
木
の
「
御
触
書
写
」
に
よ
る

と
明
治
三
年
三
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
越
前
国
の

幹
線
道
路
北
陸
道
は
近
江
国
境
板
取
駅
よ
り
加
賀

国
境
細
呂
木
駅
ま
で
に
十
五
の
宿
駅
が
あ
っ
た
。

明
治
三
年
に
そ
の
う
ち
の
五
駅
(
湯
尾
・
脇
本
・

今
宿
・
水
落
・
上
鯖
江
)
が
廃
止
に
な
っ
て
い

ヲ。。
ま
た
、
福
井
に
つ
い
で
大
き
な
宿
駅
府
中
は
明

治
二
年
九
月
に
武
生
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
明
治

三
年
改
名
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
武
生
は
福

井
藩
士
の
筆
頭
二
万
石
本
多
家
の
邑
地
で
あ
っ
た

が
、
明
治
二
年
十
一
月
の
藩
制
改
革
で
藩
の
直
轄

地
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
福
井
藩
は
江
戸
時
代
を
通
じ
、
越
前
一

国
の
津
留
・
口
留
の
権
限
を
掌
握
す
る
と
と
も

に
、
北
陸
道
の
管
理
に
も
当
り
、
同
国
内
の
諸
藩

に
優
越
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
口
留
番
所
の
主
要

な
も
の
は
御
関
所
と
称
し
、
板
取
・
細
目
木
・
ニ

ッ
屋

(ω
叫
一
欄
)
の
コ
?
所
に
あ
っ
た
。
南
条
郡
の

板
取
・
一
一
y

屋
両
聞
は
御
城
代
の
支
配
で
城
代
組

の
足
軽
二
名
が
常
駐
し
て
い
た
。
坂
井
郡
の
細
目

木
御
関
所
は
金
津
奉
行
の
支
配
で
金
津
郡
代
組
の

足
軽
二
名
が
詰
て
い
た
。
関
所
、
口
留
番
所
が
廃

止
さ
れ
た
の
は
明
治
二
年
三
月
の
乙
と
で
あ
っ

た。
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十
、
(
岡
野
)
村
鑑

「
明
治
三
年
間
十
月

村
鋭
言
上
帳
今
立
郡
悶
野
村

免
一
ツ
九
分
六
厘
四
毛

一
高
二
百
十
九
石
一
升
六
合

此
田
方
七
町
三
反
一
畝
十
五
歩

畑
方
二
町
二
反
三
歩

但

北

中

村

境

南
田
所
村
境

家
数
回
十
二
軒

〔
戸
情
持
十
四
軒
雑
家
二
十
八
軒

人
数
合
百
九
十
三
人

内
男
九
十
三
人
女
九
十
六
人

口
ニ
男
ハ
わ
ら
じ
女
ハ
木
綿
織

用
水
{
子
常
楽
川
混
合
新
山
山
村
上
河
端
村
下
河

i
，
端
村
田
所
村
岡
野
村

要
水
字
中
村

一
往
来
道
幅
三
間

17 

長
二
百
二
十
七
軒

内
百
五
軒
五
間
町
立
会

M

二
十
六
問
中
村
立
会

但
南
ハ
田
所
村
境
北
ハ
中
村
境

一
宮
一
ヶ
所
但
神
駄
木
像

一
妙
法
寺

一
正
瑞
寺

法
花
宗

禅
宗

舟
沢

一

長

久

寺

天

台

宗

右
之
通
り
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候

明
治
三
午
年
間
十
月
岡
野
村

村
長
五
平

岡
野
村
(
旧
称
嶋
村
)
の
村
高
に
つ
い
て
は
「

四
、
岡
野
村
の
年
貢
」
の
項
で
述
べ
た
の
で
省
略

し
、
こ
こ
で
は
戸
口
に
つ
い
て
「
越
前
国
今
立
郡

嶋
村
鑑
」
(
元
禄

8
)
、
「
越
前
国
今
立
郡
岡
野

村
指
出
明
細
帳
」
(
文
化

8
)
を
参
照
し
な
が
ら

そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

元
藤
八
年
(
一
六
九
五
)
の
岡
野
村
の
戸
口
は

家
数
四
十
二
軒
(
内
十
五
軒
本
百
姓
)
、
人
数
百

八
十
八
人
(
内
男
八
十
九
人
)
で
あ
り
、
文
化
八

年
(
一
八
一
一
)
は
家
数
回
十
七
軒
(
内
十
四
軒

本
百
姓
)
、
人
数
百
七
十
人
(
内
男
九
十
一
人
)

で
あ
る
。
上
記
の
も
の
と
明
治
三
年
の
も
の
を
比

較
し
て
も
、
文
化
八
年
に
女
性
が
減
少
し
て
い
る

ほ
か
は
さ
し
て
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
岡
野
村

は
村
一
向
に
比
し
て
戸
口
が
多
い
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
文
化
八
年
の
村
明
細
帳
に
「
御
免
地
之
上
居

住
仕
候
故
御
高
石
数
と
は
家
数
人
数
と
過
分
ニ
御

座
候
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
年
の
岡
野

村
に
十
二
軒
の
商
工
業
者
が
い
た
こ
と
は
先
き
に

述
べ
た
が
、
元
藤
八
年
の
村
鑑
に
も
麹
屋
一
軒
、

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

樋
屋
一
軒
、
馬
労
一
軒
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上b 

十
大一一
言語、
ぷ出両
仮未野
仰七)
i度月村
{民家民
事事毎

名
札
相
打
申
候

fヨ
子よミ

匂
鶴
田
中
円
次
郎
第
二
番
田
中
吉
左
衛
門

第
三
番
酒
井
重
兵
衛
第
四
番
問
中
清
七
第
五

番
妙
法
寺
第
六
番
問
中
吉
兵
衛
第
七
番
竹
内

惣
七
恥
一
銭
畑
彦
兵
衛
第
九
番
竹
内
嘉
衛
門

第
十
番
山
森
善
兵
衛
第
十
一
番
山
森
次
郎
兵

衛
第
十
二
番
山
森
次
助
第
十
三
番
山
田
喜
兵

衛
第
十
四
番
山
森
次
郎
七
恥
叩
五
鞍
吉
村
甚

第
十
六
番
吉
村
い
ゑ

O
伍
長
酒
井
新
左

第
十
七
番

衛
門
第
十
八
番
正
瑞
寺
第
十
九
番
長
久
寺

第
二
十
番
山
森
四
郎
兵
衛
撒
一
一
刊
一
番
山
森

助
三
郎
第
二
十
二
番
酒
井
重
衛
門
第
二
十
三

番
福
嶋
弥
次
兵
衛
第
二
十
四
番
山
森
助
右
衛
門

第
二
十
五
番
田
畑
五
右
衛
門
恥
1
十
枝
番
酒
井

定
右
衛
門
恥
屯
十
世
番
酒
井
与
助
第
二
十
八
番

吉
田
次
右
衛
門
第
二
十
九
番
永
田
仁
右
衛
門

第
三
十
番
上
杉
次
兵
衛
第
三
十
一
番
有
賀
仁

作
第
三
十
二
番
有
賀
源
助
第
三
十
三
番
有
賀

与
三
兵
衛
第
三
十
四
番
落
合
士
口
十
郎
第
三
十
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舟
沢

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況
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兵第O十番兵市第庄五
衛四伍四酒衛 三番
十番井 第十屋国

第室長山権露三事賀
四山森助十姓十関五

十森久第o一九口太
八七助四伍番番五夫

君喜第主長BE是主主
森門四番四口 十
丹 十山郎劫 j 六長
宮第五森左 型番
四番助衛第二回
十力左門四十賀
七野衛 十八五
番藤門第番番左
111島四 四山関衛
野郎第十森口門
仁 四二伝与

β、
』

伍岡立
長野郡
村第
回第一
中一区
円番内

i次地郎

明
治
四
年
末
七
月

右
之
通
り
家
事
ュ
名
札
相
打
申
候

b 

戸
籍
法
(
明
治
四
年
四
月
)
の
公
布
に
も
と
ず

き
同
年
七
月
よ
り
戸
別
に
家
札
を
掲
げ
る
乙
と
と

な
っ
た
。
本
文
に
「
大
政
官
ぷ
被
何
渡
侯
事
」
と

あ
る
の
は
こ
の
戸
籍
法
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
福
井
県
布
令
に
よ
る
と
「
一
、
村
々
番
号

*
 

打
方
社
寺
井
高
持
雑
共
家
並
-
一
番
号
可
致
事
」
と

あ
る
。
岡
野
村
に
お
い
て
も
番
号
順
に
家
が
並
ん

で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
年
の
村
鑑
、

明
治
四
年
の
一
戸
籍
改
と
こ
の
家
札
番
号
を
比
較
す

る
と
雑
家
(
水
呑
)
の
家
数
に
数
軒
の
相
違
が
あ

る
が
、
こ
乙
で
は
そ
の
詮
索
は
し
な
い
こ
と
に
す

る。
こ
れ
ら
の
農
民
の
生
活
状
況
を
し
る
た
め
に
明

治
四
年
二
月
の
「
戸
籍
御
改
書
上
帳
」
を
も
と
に

第
三
表
の
村
民
一
覧
表
を
作
成
し
て
み
た
。

明
治
三
年
九
月
庶
民
の
氏
称
が
許
さ
れ
た
た
め

(
福
井
藩
民
政
寮
の
許
可
は
十
一
月
)
岡
野
村
民
も
明

治
四
年
の
戸
籍
改
よ
り
苗
字
を
用
い
て
い
る
が
、

こ
の
一
覧
表
で
は
故
意
に
苗
字
を
削
除
し
て
お
い

た
。
関
係
者
の
迷
惑
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
山
森
記
録
に
「
庄
屋
関
口
五
兵
衛
、
長
百
姓

力
野
四
郎
左
衛
門
、
伍
長
堀
井
定
右
衛
門
、
田
賀

五
太
夫
:
:
:
」
と
あ
る
も
の
が
一
覧
表
で
は
「
五

四
郎
三
郎
、
九
平
、
五
三
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。

平
、
乙
れ
は
明
治
二
年
に
「
左
衛
門
、
右
衛
門
、

兵
衛
、
太
夫
右
之
唱
名
前
の
中
江
相
用
居
も
の
は

*
*
 

早
々
相
改
候
様
:
:
:
」
と
布
令
が
山
山
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
岡
野
村
で
も
明
治
三
年
正
月
の
戸
籍
改

山
単
一
に
添
書
し
て
「
此
帳
ぷ
大
政
官
ぷ
右
衛
門
左
衛

門
兵
衛
太
夫
右
四
品
名
御
と
め
有
改
名
被
仰
付
候

-
一
付
二
十
六
軒
名
如
此
」
と
あ
り
、
二
十
六
名
が

改
名
で
届
け
て
い
る
。
翌
四
年
二
月
の
戸
籍
改
で

も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
広
も
あ
る
通
り

明
治
四
年
七
月
の
時
点
で
は
旧
名
に
復
し
て
い

る
。
他
村
の
場
合
を
み
て
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

明
治
四
年
中
に
禁
令
は
解
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ヲ。。
さ
て
、
第
三
表
に
よ
っ
て
一
、
二
気
付
い
た
点

を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
村
方
三
役
と
い
わ
れ

る
村
役
人
は
高
持
百
姓
の
中
か
ら
互
選
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
農
業
以
外
の
職
業
を
み
る
と
、
酒
量

は
最
も
富
有
な
農
民
の
家
業
と
な
っ
て
お
り
、
米

屋
も
高
持
百
姓
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
。
小

商
人
が
無
高
の
水
呑
層
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
村
中
最

高
の
富
農
で
酒
屋
を
営
ん
で
い
る
畑
彦
次
郎
の
村

内
に
お
け
る
持
高
は
二
十
三
石
で
、
残
り
十
七
石

余
は
丹
生
郡
八
俣
・
城
有
両
村
に
出
作
し
て
い

ヲ令。
家
族
構
成
に
つ
い
て
も
高
持
百
姓
は
下
女
も
含

め
て
平
均
五
・
八
人
で
あ
る
の
に
対
し
無
高
の
水

呑
は
平
均
三
・
五
人
の
家
族
数
で
そ
の
差
が
著
し

持
「
本
朝
政
府
井
福
井
県
布
令
」

*
*
「
御
用
日
記
留
」
(
明
治
2
)
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も
よ
」

の
に
帳

後
)
改

以

4
門

年
N

宗

元

3
丹

治

治

文

明
明
切

ふ

4
f
k
「
l

歴
」
は

経
帳
高

の
改
持

人
籍
の

役
戸
民

村

「

村

1

2

 

註

註

3 (1) 

6 

5(1)| 

5 

51 

25 
明

μ
以

ω
円
叩

38 

助

郎

七

宮

住

牛

通

郎

次

丹

五

彦

惣

森

真

全

日

山

7

組
制
作
治

5

水呑(無高百姓)

戸番 戸主名 年令家族| 備 考 戸番 戸主名 年令家族( 備 考

35 五三郎 67 4 小商人 28 次郎八 54 

40 伝平 46 5 30 次平 24 5 

14 次郎七 49 3 34 吉十郎 54 6 椛屋

2 吉三郎 54 5 45 藤四郎 56 5 小商、カベ屋

4 清七 28 2 ち守 吉助 58 5 

47 仁平 27 5 23 弥次平 47 5 小向

10 善平 19 3 32 源助 42 4 

20 四郎平 37 5 31 仁作 15 
明治5

:5l| 源助より分家44 久助 51 3 33 与三平 26 

57 2 15 甚助 31 

22 十次郎 35 3 13 きの 61 2 喜兵衛後家

5 やす 44 5 十豆兵衛魔後屋家 25 五十郎 53カ 2 
42 権助 22 4 ? く ま

29 仁三郎 45 4 小商人 不明 幸太郎

2) 

村民一覧(1)(2)の作成に当ってその配列及び戸主年令、家族数は「戸籍御改書上帳」
(明治4)Iとより、職業については「鳥羽野新町難儀由緒書付帳J(明治4)によった。
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十
二
、
徴
兵

「
(
明
治
四
年
一
月
)
士
農
工
商
之
差
別
な
く
志

願
之
者
ハ
雛
形
之
通
り
相
認
来
ル
二
月
十
二
日

2

十
五
日
迄
之
内
朝
五
y
時

S
八
y
時
迄
ニ
堂
形
調
練

場
江
当
人
罷
出
侯
様
之
事

但
身
f

丈
ヲ
腫
迄
五
尺
三
寸
以
上
之
事

年
二
十
才
ぷ
三
十
才
迄

八寸

主何|宴

交何脅l妻
村|幹

摘某|事
子年

!護軍

米
正
月
十
日

--'--ノ、

寸

明
治
三
年
十
一
月
太
政
官
よ
り
志
願
兵
の
募
集

が
府
藩
県
に
達
せ
ら
れ
た
。
各
藩
の
士
卒
に
よ
っ

て
編
成
さ
れ
て
い
る
常
備
兵
が
当
該
地
区
の
守
備

兵
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
規
に
全
国
か
ら
徴
募
さ

れ
た
兵
士
は
大
坂
出
張
兵
部
省
の
所
属
で
あ
る
。

徴
兵
人
員
は
一
万
石
に
五
人
ず
つ
で
、
そ
の
資
格

は
徴
兵
規
則
第
一
条
に
よ
る
と
「
兵
卒
年
令
二
十

ヨ
9
三
十
ヲ
限
り
身
材
強
幹
筋
骨
壮
建
長
ヶ
五
尺
以

上ニ
V

テ
兵
役
ェ
堪
ユ
ベ
キ
者
撰
挙
ス
ペ
会
」
と
あ
り

そ
の
検
査
は
地
方
官
庁
に
委
さ
れ
て
い
た
。

本
文
に
堂
形
調
練
場
と
あ
る
の
は
福
井
城
下
の

練
兵
場
(
現
在
福
井
市
中
央
町
一
丁
目
、
城
之
橋
踏
切

附
近
)
で
あ
る
。

職
業
軍
人
で
あ
る
藩
兵
の
ほ
か
に
庶
民
か
ら
募

兵
を
行
っ
た
乙
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
が
旧
来
の
武
士
聞
を
解
体
す
る
準
備
作
業
と
な

り
、
明
治
五
年
十
一
月
の
徴
兵
詔
書
・
徴
兵
告
諭

の
発
布
に
い
た
る
布
石
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。

キ
「
御
触
書
写
」

十
三
、
本
保
県

「
明
治
四
年
未
三
月
二
十
七
日

本
保
村
県
御
支
配
所
ト
相
成
申
候
此
日
福
井
藩

御
支
配
所
ト
御
領
所
ト
御
引
渡
シ
相
す
み
申
候

同
四
月
二
日
間
野
村
江
本
保
村
県
御
支
配
所
ト
相

成
申
候
御
触
御
廻
状
来
申
候
此
日
よ
り
福
、
井
御

支
配
相
は
な
れ
申
候

/"'-. 
"'./ 

右
之
通
明
治
四
年
未
四
月
相
立
申
候

L司

明
治
三
年
十
二
月
太
政
官
よ
り
福
井
藩
に
対
し

本
保
県
を
新
設
し
、
福
井
藩
御
預
所
を
本
保
県
の

管
轄
と
す
る
と
い
う
達
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
四

年
一
月
足
羽
郡
を
の
ぞ
く
越
前
国
七
郡
の
内
と
白

山
麓
計
十
一
万
九
千
八
百
余
石
が
本
保
県
の
支
配

区
域
と
し
て
確
定
し
、
同
月
大
垣
藩
大
参
事
小
原

忠
寛
が
本
保
県
権
知
事
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し

小
原
権
知
事
は
三
月
に
免
官
と
な
り
岡
県
大
参
事

熊
谷
直
光
が
そ
の
長
を
代
行
し
た
。

本
保
県
の
支
配
地
で
一
万
石
以
上
の
郡
は
坂

井
・
丹
生
・
大
一
野
・
今
立
の
四
郡
で
、
乙
と
に
坂

井
郡
(
四
万
八
千
石
)
丹
生
郡
(
三
万
二
千
石
)

に
集
中
し
て
い
た
。

明
治
四
年
四
月
、
岡
野
村
の
南
北
村
境
に
立
っ

て
い
た
「
従
是
北
(
又
は
南
)
福
井
藩
御
預
所
」

の
勝
一
不
杭
が
ぬ
か
れ
、
同
村
は
再
び
福
井
藩
の
支

配
を
は
な
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
支
配
者
の
交
代

毎
に
腸
示
杭
の
さ
し
か
え
が
行
わ
れ
た
の
は
岡
野

村
が
福
井
藩
領
の
村
々
に
固
ま
れ
て
い
た
特
殊
事

情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
保
県
は
短
命
に
終
り
、
明
治
四
年
十

一
月
に
廃
県
と
な
り
、
新
設
の
福
井
県
(
後
足
羽

県
と
改
称
)
に
吸
収
さ
れ
た
。
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十
四
、
廃
藩
置
県
と
県
の
統
廃
合

「
明
治
四
年
未
四
月
福
井
藩
鯖
江
藩
丸
岡
藩
大
野

藩
勝
山
藩
被
廃
止
候
事
是
ぷ
福
井
県
鯖
江
県
丸

岡
県
大
野
県
勝
山
県
と
相
成
申
候

O
明
治
四
年
未
十
一
月
鯖
江
県
丸
岡
県
大
野
県
勝

山
県
右
一
四
ケ
所
被
廃
止
候
事

賀2成 O
郡吉申明
二〕候治

婦四
支孝年
配未
被整十
“一-
22郡月
事南敦
条賀
郡津
今ニ
立而
郡敦
右賀
三県
郡と
敦相

O
明
治
四
年
未
十
一
月
福
井
県
と
相
成
申
候
是

ハ
丹
生
郡
坂
井
郡
大
野
郡
足
羽
郡
吉
田
郡
右
五
郡

之
分
福
井
県
ニ
而
御
支
配
被
成
候
事

O
明
治
四
年
卒
未
十
二
月
敦
賀
県
鯖
江
三
間
出
張

所
ト
相
成
候
事
尤
南
条
郡
今
立
郡
鯖
江
出
張
所

長
御
支
配
被
成
候
事

O
明
治
四
年
辛
未
十
二
月
二
十
日
福
井
県
其
県
足

羽
県
卜
称
改
相
成
侯
事
大
政
宮

是
ハ
明
治
五
年
申
正
月
二
日
御
は
り
出
有
之
候
事

21 

O
明
治
五
年
申
二
月
二
十
四
日
足
羽
県
御
役
人
来

舟
沢

ル
今
立
郡
足
羽
郡
丹
生
郡
江
尻
町
村
役
人
立
会
-
ご
附

境
改
候
事

間
二
十
五
日
境
杭
相
立
申
候
是
ハ
足
羽
県
境
杭

ニ
而
申
候¥
パ
一
同
闘
問
問
団
門

1
1

/
代
l

民
見
出
促
閣
慎
伎
国
防
l
i
-
-

右
之
通
り
x
今
立
郡
ト
足
羽
郡
ト
之
境
-
一
明
治
五
年

申
二
月
二
十
五
日
江
尻
町
村
役
人
立
会
三
間
相
立

申
候

O
明
治
五
年
申
三
月
十
日
十
二
日
十
三
日
の
間
ェ

鯖
江
出
張
所
相
す
た
り
申
候
尤
敦
賀
県
出
張
所

ト
申
候
』

明
治
四
年
四
月
に
諸
藩
が
廃
さ
れ
た
と
あ
る
の

は
誤
り
で
、
廃
藩
置
県
の
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
の

は
同
年
七
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
月
知

藩
事
は
免
官
と
な
り
、
藩
は
県
と
な
っ
た
。
幕
藩

体
制
成
立
以
来
二
百
七
十
年
間
支
配
者
の
地
位
に

あ
ヮ
た
諸
侯
を
そ
の
座
か
ら
退
け
た
一
片
の
辞
令

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「

福

井

藩

知
事
松
平
茂
昭

免
本
官
辛
未
七
月

一
農
民
の
記
録
よ
り
み
た
る
明
治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況

太
政
官
」
*

と
こ
ろ
で
、
明
治
四
年
十
一
月
全
国
諸
県
の
統

廃
合
が
行
わ
れ
三
府
七
十
二
県
の
郡
県
制
が
定
め

ら
れ
た
が
、
北
陸
道
並
び
に
飛
騨
・
信
濃
・
甲
斐

諸
国
の
諸
県
が
廃
止
さ
れ
、
新
設
の
県
が
お
か
れ

た
の
は
、
同
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
若
越

二
固
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

敦
賀
県
若
狭
国
一
円
、
越
前
国
今
立
・
南

条
・
敦
賀
三
郡
二
十
三
万
石

福
井
県
越
前
国
吉
田
・
足
羽
・
丹
生
・
坂

井
・
大
野
五
郡
五
十
四
万
石

但
し
福
井
県
は
同
年
十
二
月
二
十
日
足
羽
県
と

改
称
し
た
。

新
発
足
の
県
に
は
「
県
治
職
制
」
に
よ
り
庶
務
・

聴
訟
・
租
税
・
出
納
の
四
課
と
令
・
参
事
(
以
上

奏
任
)
・
典
事
・
大
少
属
・
史
生
・
県
掌
(
以
上

判
任
)
の
官
員
が
お
か
れ
た
。
官
員
の
定
数
は
二

十
万
石
を
基
準
と
し
て
令
・
参
事
各
一
名
、
判
任

官
三
十
名
で
、
以
上
回
十
万
石
迄
は
万
石
に
一
名

増
、
四
十
一
万
石
以
上
は
万
石
に
五
分
増
と
な
っ

て
い
た
。
従
っ
て
足
羽
県
の
定
員
は
五
十
七
人
、

敦
賀
県
は
三
十
五
人
と
な
る
。
足
羽
・
敦
賀
両
県

と
も
令
は
欠
官
で
福
井
藩
大
参
事
村
田
氏
寿
(
通

称
己
三
郎
)
が
福
井
県
参
事
と
な
り
、
本
保
県
大

参
事
熊
谷
直
光
が
敦
賀
県
参
事
と
な
っ
た
。

足
羽
県
で
は
郡
県
制
に
相
応
す
る
行
政
組
織
と
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舟
沢
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農
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記
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よ
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治
初
年
の
改
革
と
そ
の
村
の
状
況
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し
て
郡
長
制
を
設
け
て
い
る
。
即
ち
明
治
五
年
一

月
郡
中
区
分
取
締
掛
八
名
を
任
名
し
、
内
三
名
を

郡
長
、
五
名
を
郡
長
副
と
し
て
い
る
。
郡
長
・
郡

長
副
は
月
番
で
県
庁
に
詰
め
、
布
令
等
を
戸
長
に

伝
え
る
と
と
も
に
所
管
の
郡
の
行
政
事
務
に
関
与

し
た
。
そ
の
氏
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(第4表)

足羽県郡長一覧

郡長副 郡良副 郡長
副副

岩{ナ占 杉本弥 広与瀬
竜

田 氏

伝三三半

z 右衛 衛右pg L i 名
進門 郎

i村i郡F城郡 は船吉 {主兼村野郡 橋村郡田 所

日11 長国Ij長副

山 坪 渡喜河郎
回目 1ls

氏

慎与

之 四 衛右 名
穣丞 虫日 Fう
一---同h、大---坂旬、 笹---同H、、 本---丹幅、、 〆イ主、、

百村部 牧井谷 {呆生
村郡村郡村郡 所、J

さ
て
、
今
立
郡
岡
野
村
は
敦
賀
県
に
編
入
さ
れ

る
乙
と
に
な
っ
た
が
、
岡
野
村
の
属
す
る
鳥
羽
新

町
は
足
羽
・
今
立
両
郡
に
わ
た
っ
て
い
た
た
め
、
足

羽
・
敦
賀
両
県
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
足
羽
県
に
編
入
し
た
江
尻
村
の
墳
に
明

治
五
年
二
月
足
羽
県
の
蹄
示
杭
が
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
腸
示
杭
に
つ
い
て
足
羽
県
か
ら
次
の
よ
う
な

布
令
が
山
山
さ
れ
て
い
る
。

「
今
般
新
県
ニ
付
左
之
雛
形
之
通
一
村
限
傍
一
不
可

相
建
候
事

従
是
(
東
西
南
北
)
足
羽
県
管
轄
所

何
郡
何
区
何
村

五
寸
角
土
際
ヨ
"
高
サ
一
丈

* 
* 

右
当但
二松
月三
中毛
ヲ杉
一一
11 テ
J モ

早適
々宜
可之
取財
建木
事
L-

* 
* 
* 

*
「
御
触
書
写
」

村
山
*
「
本
朝
政
府
井
福
井
県
御
布
令
」

お
わ
り
に

山
森
助
左
衛
門
の
「
大
政
官
御
代
由
緒
書
付
帳
」

の
紹
介
を
兼
ね
て
明
治
初
年
の
越
前
地
方
に
お
け

る
諸
改
革
と
岡
野
村
の
村
況
を
概
観
し
て
み
た
が

こ
の
山
森
記
録
に
は
御
雇
外
国
人
の
来
J

偏
、
僧
学

所
の
設
置
と
い
っ
た
当
時
の
興
味
あ
る
事
件
も
収

諒
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
小
論
の
論
旨
か
ら

そ
れ
る
の
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
他
日

紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
当
り
一
々
明
示
し
な
か

っ
た
が
、
松
平
文
庫
の
多
く
の
史
料
を
参
考
に
し

た
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
(
県
立
図
書
館
)
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